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はじめに： SiC 上グラフェン上に対して純水処理を施すことで表面に構造水層が形成

されることが確認されている。1,2)しかし,グラフェン上の水のふるまいには未知な部分

が多く、構造水層の形成原理・過程の解明には、固液界面の特性評価が重要である。本

研究では、走査型プローブ顕微鏡(SPM)を用いて SiC 上グラフェンおよび構造水層上の

固液界面の液中観察を行った。 

実験方法： 4H-SiC 基板を Ar(100Torr)雰囲気中、1580℃でアニールし、グラフェンを

作製した試料を使用した。試料に純水処理を施し、構造水層を形成した。試料表面に純

水を滴下して液中環境を作り、Cypher ES (Oxford instruments)の AC モードを用いて、

形状像および位相像を取得した。また、X-Z 像を得るためフォースカーブマッピングを

行った。 

結果： Fig.1(a)は試料表面の形状像である。

構造水層は直径 50nm～150nm 程度で高さ 0.5

～1nm 程度の島状構造物として観察される。

Fig.1(b)は Fig.1(a)のライン上のフォース

カーブマッピングから取得した、液中の位相

像(X-Z 像)である。マイカ上などでは水分子

が再配列して層状構造(水和層)を形成する

が、グラフェン上でも水和層が観察された。

グラフェン上の水和層の周期は 0.6～0.7nm

であり、マイカ上の水和構造の周期(0.2～

0.3nm)よりも大きい。3)また、構造水層上では

高さ数 nm の領域で大きな位相の低下が見ら

れ、バルク水と構造水層間に大きな相互作用

があることが推測される。以上より、エピタ

キシャルグラフェン上に水和層が形成され

ていることを確認した。また、構造水層は水 

に大きな影響を与えていることが判った。 
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Fig.1: (a)Topographic image. 

(b)Force curve mapping (phase). 

第68回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2021 オンライン開催)17a-Z31-7 

© 2021年 応用物理学会 15-066 17.2


